
 
 

 水道施設整備・更新事業のための多額の財源を確保するとともに、今後も健全な経営を維持してい

くために、計画期間内の財政計画を表 1 のとおり策定しました。  

 水道事業の持続のためには収支の均衡を図ることが重要です。財源確保の考え方としては、水道事

業の特性（装置産業であり固定費の割合が高い、施設の耐用年数が長い）を踏まえ、建設費用につ

いては低金利の企業債等を活用して将来の利用者にも負担して頂くことを基本としています。 

 しかし、企業債残高は現在もやや多く、できるだけ抑制していく必要があります。また、前述の審

議会答申でも「将来世代に対し過度に負担を先送りしないよう配慮が必要」との提言を頂きました。 

 そこで、他事業体の料金水準等も参考に、現在の利用者にもご負担を頂きながら、少しでも起債額

が少なくなるよう財源を計画しました。その結果、平成 29 年度に平均値上げ率 25％の料金改定が

必要となりました（図 11）。この改定により、企業債に依存する場合と比較して 10 年後の企業債

残高は約 8.8 億円抑えることができます（図 12）。 

 併せて、業務の効率化が期待できる包括委託の活用や職員数の見直し等を実施し、さらなる経営効

率化に取り組んでいきます。 

 

 
 
 

 経営計画を着実に進めるため、ＰＤＣＡサイクルによって、進捗管理と見

直しを行います。 

 具体的には、耐震管率等の指標と数値目標を用いて、毎年度の進捗状況を

確認し、その結果に基づき、計画期間の前期終了前（平成 33 年度後半）

に計画に必要な見直しを施します。 
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 小松島市では平成 21 年に「小松島市水道ビジョン」を策定し、安全・安心な水を安定的に供給す

るための方策を定めました。しかし事業環境の変化（人口減少の進行、南海トラフ巨大地震の脅威

の高まり等）や厚生労働省の「新水道ビジョン」策定等を踏まえた見直しが必要となっていました。 

 そこで、平成 28 年 6 月に小松島市水道事業経営等審議会へ今後の経営計画等について諮問し、審

議会からは平成 28 年 12 月に「小松島市水道事業経営計画等について（答申）」とする事業運営へ

の提言をいただきました。 

 この『小松島市水道事業経営計画』は、審議会の提言にもとづいて、今後 10 年間の建設改良事業

や財政収支を具体的に計画

し、経営効率化のための取組

方針を定めています。 

 また、本計画と同時に策定

（見直し）した「小松島市新

水道事業ビジョン」の実施計

画となるものです。 

 さらに、平成 26 年総務省通

知「公営企業の経営にあたっ

ての留意事項について」に沿

った経営戦略としても位置

付けるものです。 

 
 

 今後も給水人口と給水量は減少し、一日平

均給水量は 10 年後（平成 38 年度）には

現在の約 84％となり、50 年後（平成 78

年度）には半減する予測です（図 2）。 

  水道施設全体については、1 浄水場 1 配水

区域というシンプルなシステムであるう

えにバックアップ機能を備えておらず、事

故や災害に対して非常に脆弱であること

が大きな課題です（図 3）。 

 

表 1 財政計画（収益的収支・資本的収支） 

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

経常収入　計 7.9 7.9 7.8 7.8 7.7 8.2 8.1 8.0 7.9 7.8
営業収益 7.5 7.4 7.3 7.3 7.2 7.7 7.6 7.5 7.4 7.3
営業外収益 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

経常支出　計 6.5 6.6 6.6 6.7 6.8 6.8 6.9 7.1 7.2 7.3
営業費用 5.6 5.8 5.8 5.9 5.9 6.0 6.1 6.3 6.4 6.5

職員給与費 1.2 1.2 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0
経費 1.6 1.7 1.9 1.9 1.9 1.9 1.9 1.9 1.9 1.9
減価償却費 2.7 2.9 3.0 3.1 3.1 3.1 3.2 3.4 3.5 3.6

営業外費用 0.9 0.9 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8
支払利息 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6
その他 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

経常損益 1.4 1.2 1.2 1.0 0.9 1.4 1.2 0.9 0.7 0.5
特別損益 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
当年度純利益 1.4 1.2 1.2 1.0 0.9 1.4 1.2 0.9 0.7 0.5
繰越利益剰余金 11.0 11.5 11.9 12.5 12.9 13.3 13.1 13.3 13.2 12.5

資本的収入　計 4.0 5.8 6.0 5.1 5.2 4.9 6.2 4.1 4.1 5.6
企業債 3.3 5.3 5.6 4.5 4.5 4.3 5.4 3.5 3.6 5.2
補助金 0.5 0.3 0.3 0.5 0.5 0.5 0.6 0.4 0.3 0.2
その他 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

資本的支出　計 6.9 9.5 9.8 8.6 8.8 9.0 11.0 8.1 8.2 10.5
建設改良費 5.0 7.5 7.8 6.5 6.6 6.7 8.5 5.5 5.5 7.8
企業債償還金 1.9 2.0 2.0 2.1 2.2 2.3 2.5 2.6 2.7 2.7

資本的収支不足額 2.9 3.7 3.8 3.5 3.6 4.1 4.7 4.0 4.2 4.9
補填財源　計 2.9 3.7 3.8 3.5 3.6 4.1 4.7 4.0 4.2 4.9

損益勘定留保資金 2.3 2.4 2.5 2.6 2.6 2.7 2.8 3.0 3.1 3.1
利益剰余金処分額 0.3 0.7 0.8 0.4 0.5 1.0 1.3 0.7 0.8 1.2
その他 0.3 0.5 0.5 0.4 0.4 0.4 0.6 0.3 0.3 0.5

企業債残高 32.9 36.1 39.7 42.1 44.4 46.4 49.3 50.2 51.1 53.6
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図 11 供給単価※の見通し 
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図 12 企業債残高の見通し 

 

小松島市水道事業経営計画（経営戦略）
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小松島市新水道事業ビジョン
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図 1 小松島市水道事業経営計画（経営戦略）の位置付け 
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図 2 給水人口・給水量の実績と予測 

１．本計画の策定趣旨と位置付け 

２．小松島市水道事業の現状と将来見通し 

４．財源と財政計画 

５．計画のフォローアップ 

※供給単価：有収水量 1m3 あたりの給水収益（つまり平均的な料金単価） 



 

 
 

  耐久性が低く漏水が発生しやすい旧型の塩化ビニル管（VP）が全延長の約 5 割を占めており（図 4）、

このままでは経年化に伴って漏水事故の発生リスクが急速に高まります。そのため 管路の更新を進

めていますが、それを上回るスピードで経年化が進んでいるため、十数年後には経年化・老朽化資産

が急激に増える見込みです（図 5）。 

 これらの課題に対応するための施設整備・更新には多額の費用が必要となりますが、そのための財源

の確保も大きな課題となります。 

  現在の経営状態は健全であると考えますが、損益の悪化と資金残高（自己資金）の減少が緩やかに進

みつつあります（図 6、図 7）。しかし、今後も水需要の減少は止まることがなく、それに伴い給水

収益も減少する見通しであるため、このままでは近い将来に収益的収支が赤字となることが確実です。 

  近年は企業債の発行を抑えているにもかかわらず、同規模事業体と比較して企業債残高が多い傾向に

あります（図 8）。あわせて資金残高が少ないことも踏まえると、平成 19 年に改定した現行の水道料

金の見直しは避けられません。 

 
 
 
 「小松島市新水道事業ビジョン」に掲げる「持続・安全・強靭」の理想像に向け、次の方針のもと

事業運営を行ってまいります。 

 ① 供給安定性の確保・向上 … 事故や災害に対しても強靭な水道システムを構築します 

 ② 健全経営の維持 … 未来の世代に小松島市の水道を引き継ぎます 

 ③ 水道関係者との連携強化 … みなさまのご理解やご協力を得ながら課題解決に取り組みます 

 この事業方針と今後予想される経営環境を踏まえて、施設整備・更新の方向性を図 9 のとおり設定

しました。事業量が膨大な管路更新（耐震化）については、重要な路線を優先的に実施します。 

 今後 10 年間の事業計画については、図 10 のとおり策定しました。事業の実施にあたっては施設規

模や管種の適正化等によって、投資の抑制を図っていきます。 
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図 4 管種の内訳（延長ベース） 

【課題４】
主要幹線の一部が単線

広範囲で減断水しやすい

（施工ミスや破裂等の管路事故）
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【課題１】
水源・浄水場が単一系統

①全域が減断水
②事故影響の長期化

（水源・浄水場の事故）

【課題３】
配水区域が一区域のみ

①水圧の不均等
→ 管路事故（漏水、管破裂）を招きやすい

②事故発生箇所を特定しにくい

③広範囲で減断水しやすい

【課題６】
応急給水体制が十分でない

（緊急貯水槽： 2 ヶ所、給水車： 1 台）

【課題２】
配水池貯留容量
が少ない

短時間で減断水しやすい

（水源～配水池の事故）

【課題５】
管路の耐震化が遅れている

基幹管路の耐震管率 ： 約 16 ％
→ 基幹管路の耐震化完了までに

数十年を要する
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図 3 水道システムの課題（事故に対する脆弱性） 
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図 5 管路の経年化の見通し（現況更新ペース） 
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図 6 収益的収支の推移 

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

0

2

4

6

8

10

H
18

H
20

H
22

H
24

H
26

資
金

残
高

対

営
業

収
益

比
率

（
年

分
）資

金
残

高
（
億

円
）

 
図 7 資金残高の推移 

《事業概要》事業期間：H29～H38 事業費：55.1 億円 《目標》通常時における供給安定性の確保（管路破裂による市内全域断水の回避） 

 

（百万円）　

事業① 事業② 事業③ 事業④ 事業⑤

南部配水池整備

管路
管路
以外

H29 292 86 22 400

H30 451 141 35 627

H31 402 50 158 37 647

H32 283 168 50 30 531

H33 283 174 50 30 537

H34 211 248 55 30 544

H35 335 277 57 39 708

H36 148 259 2 24 433

H37 125 144 146 24 439

H38 163 435 10 36 644

10年計 982 579 566 2,427 150 499 307 5,510
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図 10 水道施設整備・更新事業計画の概要 

 
図 9 施設整備・更新の目標と施策 

２．小松島市水道事業の現状と将来見通し（つづき） 

３．事業方針と施設整備・更新事業計画 


